
JFAキッズフェスティバルin苫小牧 2022開催要項
※新型コロナウィルスの影響により不測の事態が起こった場合は全てにおいて下記の限りではない事を

留意願います。

趣旨 大会の機会が少ないU8世代の選手に試合出場の機会を与え、キッズ世代へのサッカーの普及と

サッカーを通じて健全な体と精神の育成を図り、選手たちの技術向上を目指す。

1.主催 日本サッカー協会

2.主管 苫小牧地区サッカー協会キッズ委員会

3.期日 2022年8月14日(日) 9：00～12：00

受付開始9：00～ 試合開始9：30～

4.会場 苫小牧緑ヶ丘サッカー場(天然芝)

5.参加資格 ① 「参加チーム」は今年度に（公財）日本サッカー協会第４種に加盟登録したチーム並びに 

苫小牧地区サッカー協会4種委員会に本年度加盟登録済みのチームであること。

② 「参加選手」は上記「加盟チーム」に所属するU-８で構成された選手であること。

③ 引率指導者は「参加チーム」を掌握指導する責任ある指導者であること。

④ 選手は健康であり、且つ大会参加に関する親権者の同意を得たものでなければならない。

⑤ 参加チームは必ず『傷害保険（スポーツ安全協会傷害保険）等』に加入していることを

推奨します。

6.競技規則 ① 1チーム5人制とする。 内1名はGKであること。

タッチラインを超えた場合はスローイングにより再開する。

オフサイドは適用しない。

ゴールキック及び、GKがボールを保持した際は手でボールを投げる事で再開する。

② U8世代である事を考慮し、反スロー、バックパス等の違反は主審の判断で臨機応変に対応の事。

7.競技方法 ① 競技方法は次のとおりとする。

参加チーム数のより、リーグ戦方式で対戦を組み順位は決しない

② フィールドの大きさは概ね次のとおりとしマーカーで区画、ゴールはキッズ用とする。

③ 試合球は公認球（少年用４号球）を使用する。

④ 競技者の交代

・登録できる交代要員および交代の人数は設けないとし、交代して退いた競技者は交代要員となって

再び出場することができる。交代の回数は制限されない。

・ゴールキーパーは、試合の途中に入れ替わる事ができる。

⑤ 競技用の用具

・競技者の用具については、（公財）日本サッカー協会「サッカー競技規則」および

ユニホーム規定に従うものとする。ただし、ユニホーム規定第4条の規定にかかわらず、

登録していないユニホームを着用することができる。

・ユニホームチェックは行わないため試合開始時までに当該チームで

ユニホーム色を調整すること。

・ビブスによる対応を認める。
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⑥ ベンチに入ることができる人数は、交代要員8名、引率指導者4名とする。

⑦ 試合時間

・試合時間は10分1本

⑧ 警告・退場

・ 競技者が退場を命じられた場合は、その競技者のチームは交代要員の中から競技者を

補充することができる。主審は競技者が補充されようとしている間は試合を停止する。

・本大会において退場させられた競技者は次の1試合に出場できず、以降の処置については

規律・フェアプレー委員会で決定する。

・大会期間中の異なる試合において警告を２回受けた競技者は次の１試合に出場できない。

・本大会の規律・フェアプレー委員会の委員⾧は、苫小牧地区サッカー協会第４種委員⾧が務める。

委員については、委員⾧が決定する。

8.参加料 無料

9.組合せ 事務局一任で決める

10.帯同審判 ① 参加チームは公認審判員（４級以上）を必ず１名以上帯同させること。

② 主審１名により行う

11.開会式 開会式は行わない

12.閉会式 大会終了後に参加賞を参加者全員に配布し終了とする

13.その他 ① 大会規定に違反し、その他不都合な行為が発生した場合はそのチームの本大会への出場を停止する。

② 選手の保護者・関係者のマナー遵守

路上駐車、喫煙マナー、会場内でのすべての言動、保護者・関係者を含めた「チーム内」において

排出されるごみについては、チームの責任とする。

③ 荒天・震災・雷等、不測の事態が発生した場合には大会委員⾧・審判⾧・事業委員会において

協議の上、対処する。中断・中止・延期することがあることを留意のこと。

④ 新型コロナウィルス感染症拡大防止のために、(公財)北海道サッカー協会策定のガイドラインに

沿って大会運営を行っていく。

新型コロナウィルス感染症拡大防止のために、(公財)北海道サッカー協会策定のガイドラインに

⑤ 大会参加チームは、新型コロナウィルス感染症予防対策ガイドラインに沿って行動し、

感染拡大の予防に努めること。なお、大会の途中で、関係者から感染者がでた場合は、

本大会運営委員会において協議の上対応する。

⑥ 大会期間を通じて感染対策担当者を設置する。選手・チーム役員・審判員・大会運営等関係者・

引率保護者・観客など会場にいる全ての者は、感染対策担当者の判断・指示等に

従わなければならない。また、試合前に各チームの感染対策担当者とミーティングを実施する。

⑦ 観客数の制限は設けない

⑧ 本大会における感染対策担当者は４種委員⾧とする。別途定める新型コロナウィルス感染予防に

関する事項をチーム内で周知し徹底すること。

⑨ 新型コロナウイルス感染症予防対策の関連書類を提出すること。 

・参加者リスト(緑ヶ丘提出用なので書式は問わない）


